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(57)【要約】
水容器（１１）に連結された流入口（１２０）を設け、
吸引ホース（４３）用の流出口（１２２）をさらに設け
た洗浄容器（１２）が備えられ、流出口（１２２）が吸
引ホース（４３）に取り付けられた吸引器具（４２）用
のタップ（１２４）として形成されている洗浄容器（１
２）が備えられる。洗浄容器（１２）には特に、吸引ホ
ース（４３）が接続されると流出口（１２２）に加わる
負圧によって水容器（１１）からの水を充填可能である
。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの水容器（１１）を有する歯科用すすぎユニット（１）であって、前記
水容器（１１）に連結された流入口（１２０）を設け、吸引ホース（４３）を接続するた
めの流出口（１２２）をさらに設けた洗浄容器（１２）が備えられ、前記流出口（１２２
）が前記吸引ホース（４３）に取り付けられた吸引器具（４２）用のタップ（１２４）と
して形成されている前記歯科用すすぎユニット（１）において、前記洗浄容器（１２）が
、水を収容するためのタンク（１２５）として形成された少なくとも１つの第１の部分容
器と、直立管（１２６）として形成され、前記タンク（１２５）に接続された第２の部分
容器とを備え、前記タンク（１２５）と対向する前記直立管（１２６）の開放端が前記流
出口（１２２）を形成し、前記タンク（１２５）と前記直立管（１２６）との連結部（１
２３）が通気口（１２１）の下、および前記流出口（１２２）の下に配置されることを特
徴とするすすぎユニット。
【請求項２】
　前記洗浄容器（１２）が、前記吸引ホース（４３）が接続されると前記流出口（１２２
）に加わる負圧を利用して前記水容器（１１）から水を充填可能であることを特徴とする
請求項１に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項３】
　前記洗浄容器（１２）が前記流入口（１２０）の他に通気口（１２１）を備え、前記通
気口（１２１）には少なくとも１つの弁（２１）が配置され、前記弁（２１）は、少なく
とも物理的寸法に応じて手動的に、かつ／または制御ユニット（２）の制御機構（２２）
によって自動的に開放、閉鎖され、かつ調整可能であることを特徴とする請求項２に記載
のすすぎユニット（１）。
【請求項４】
　前記制御ユニット（２）が、補足的に前記弁（２１）を制御する制御弁（２３）を備え
ることを特徴とする請求項３に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項５】
　前記制御ユニット（２）が、前記水容器（１１）および／または前記洗浄容器（１２）
内の負圧を制御技術的に検出可能な少なくとも１つの圧力センサ（２４）と連動すること
を特徴とする請求項３または４に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項６】
　前記制御ユニット（２）が前記洗浄容器（１２）内の水の充填レベルを制御技術的に検
出可能な、前記洗浄容器（１２）に配置された少なくとも１つの充填レベル測定器（２５
）を備えることを特徴とする請求項３から４の一項に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項７】
　前記制御ユニット（２）が、前記弁（２１）を切り換え可能な少なくとも１つの手動操
作可能なスイッチ（２６）を備えることを特徴とする請求項２から６の一項に記載のすす
ぎユニット（１）。
【請求項８】
　前記弁（２１）の出口が前記通気口（１２１）と連結され、前記弁（２１）の入口が大
気または正圧容器と連通されることを特徴とする請求項２から７の一項に記載のすすぎユ
ニット（１）。
【請求項９】
　前記吸引ホースが、前記洗浄容器の前記流出口に接続されていることを確認し、前記吸
引ホースが時期尚早に離脱すると即座に負圧を遮断するセンサを備えることを特徴とする
請求項８に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項１０】
　前記洗浄容器（１２）が、前記水容器（１１）に対して該水容器（１１）の可能な最高
の水充填レベルの上に配置されることを特徴とする請求項１から９の一項に記載のすすぎ
ユニット（１）。
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【請求項１１】
　前記水容器（１１）に、配量された洗剤を供給するための混合装置（３）が接続される
ことを特徴とする請求項１から１０の一項に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項１２】
　前記タンク（１２５）と前記直立管（１２６）とが、Ｕ形管として、管材として、また
はサイフォンとして形成されることを特徴とする請求項１から１１に記載のすすぎユニッ
ト（１）。
【請求項１３】
　請求項１から１２の一項に記載のすすぎユニット（１）と、歯科用吸引装置（４）とか
らなるシステムであって、前記吸引装置（４）が吸引ホース（４３）を介して接続される
少なくとも１つの吸引器具（４２）を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記吸引装置（４）が、複数の吸引ホース（４３）を備え、前記すすぎユニット（１）
が複数の洗浄容器（１２）を、および／または１つの洗浄容器（１２）に取り付けた複数
のタップを備えることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　請求項１から１４の一項に記載のすすぎユニット（１）で歯状吸引装置（４）の吸引ホ
ース（４３）をすすぐ方法であって、以下の方法ステップ、
ａ）前記水容器（１１）に少なくとも部分的に水が充填されるステップ、
ｂ）前記吸引装置（４）がスイッチオンされるステップ、
ｃ）前記吸引ホース（４３）が前記洗浄容器（１２）の流出口（１２２）に接続されるス
テップ、
ｄ）前記洗浄容器（１２）内の前記通気口（１２１）が閉鎖されるステップ、
ｅ）前記吸引装置（４）によって前記吸引ホース（４３）を経て前記洗浄容器（１２）内
に発生した負圧によって、水が前記水容器（１１）から前記洗浄容器（１２）内に吸い込
まれるステップ、
ｆ）前記洗浄容器（１２）内を流れる水の量が時間測定によって、または前記洗浄容器（
１２）内の前記充填レベル測定器（２５）を用いて制御されるステップ、
ｇ）所定量の水が前記洗浄容器（１２）内を流れた後、前記弁（２１）が開放され、前記
洗浄容器（１２）内にある量の水が前記吸引装置（４）によって吸い込まれ、少なくとも
その一部が間欠的に前記洗浄容器（１２）から流出するステップ、を含むことを特徴とす
る方法。
【請求項１６】
　前記弁（２１）の開放のための前記時間測定が、前記弁（２１）の閉鎖後に前記制御機
構（２２）のタイミング回路（４５）によって開始されることを特徴とする請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記洗浄容器（１２）内の前記充填レベル測定器（２５）が最高充填レベルを表示した
後に前記弁（２１）が開放されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記弁（２１）が、すすぎ工程の直後、または前記洗浄容器（１２）内に負圧が発生し
た後に閉鎖されることを特徴とする請求項１５から１７の一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記弁（２１）が、前記洗浄容器（１２）の充填前に前記制御機構（２２）の前記手動
操作可能スイッチ（２６）によって閉鎖されることを特徴とする請求項１５から１７の一
項に記載の方法。
【請求項２０】
　最初のすすぎの終了後、または前記吸引ホース（４３）を前記流出口（１２２）から引
き外す前に、少なくとももう１回のすすぎが開始されることを特徴とする請求項１５から
１９の一項に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記弁（２１）の開放後、水が前記流出口（１２２）で発生される負圧の他に、圧縮空
気を利用して前記吸引ホース（４３）内に給送され、前記圧縮空気は前記弁（２１）を介
して導入されることを特徴とする請求項１５から２０の一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば給水装置に接続可能であり、自由取水経路を経て水を充填可能な少な
くとも１つの水容器を有する歯科用すすぎユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には吸引装置が記載されている。これは属概念に属するすすぎユニットとの
組み合わせで使用される。すすぎユニットはこの明細書には記載されていない水容器を経
て給水される口すすぎ器を備えている。さらに、排水される水用の一時的な水溜めとして
、口すすぎ器に接続された水溜め容器が備えられている。排水される水は、床に敷設され
た導管を経てすすぎユニットに連結された吸引装置を介して吸引される。排水される水の
中にある固形粒子は導管の内壁に沈積する傾向があるので、特定期間内に洗浄することが
不可欠である。
【０００３】
　このような吸引ホースの洗浄は通常は、吸引装置の吸引ホースを大量の水ですすぐこと
によって行われる。そのために吸引ホースの端部はタンク内で水に浸されるので、比較的
大量の水が吸引ホースによって吸い込まれる。その際に、吸引ホースの内壁に沈積した粒
子の一部が共に排出され、吸引ホースが洗浄される。
　特許文献２から、吸引ホースの自由端を消毒剤のタンクに直に接続可能な、歯科用噴霧
吸引装置の吸引ホースを消毒する装置が公知である。管を差し込む際に、電気スイッチに
よって一方では噴射工程を、他方では吸引工程を実行可能である。
【特許文献１】ドイツ特許第１９５　１０　４６２　Ａ１号明細書
【特許文献２】ドイツ特許第７１　２１　１１２　Ｕ号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、吸引装置の洗浄をより良好かつ短時間に実行可能であるようにすすぎ
ユニットを形成し、配置することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題は特許請求の範囲第１項の特徴によって解決される。
【０００６】
　歯科用すすぎ装置には、水容器に連結された流入口を設け、吸引ホースを接続するため
の流出口をさらに設けた洗浄容器が備えられ、流出口が吸引ホースに取り付けられた吸引
器具用のタップとして形成されている洗浄容器が備えられている。水容器は吸引ホースを
洗浄するためにすすぎユニットに組み込まれているので、タップは同時に吸引ホース用の
保管位置であることができ、吸引ホースが使用されていない場合、すなわち個々の治療の
合間にいつでもすすぎ工程を開始できる。
【０００７】
　本発明によって、洗浄容器は第１のタンクとして形成された、水を収容するための少な
くとも１つの部分容器と、直立管として形成され、タンクに接続された第２の部分容器と
を備え、タンクと対向する直立管の開放端が流出口を形成する。それによって洗浄容器は
、それぞれ異なる機能を果たす機能的に分離された２つのユニットに区分される。タンク
は水を収容し、容積を制限する。ほぼ垂直に延びる直立管は、充填工程中に水が未だ吸引
ホースに到達しないように、かつタンク内の充填レベルが低い場合でも空気が流出口を経
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て弁を介して吸引されることがないようにする役割を果たす。
【０００８】
　さらに、タンクと直立管との連結部は通気口の下、および流出口の下に配置される。そ
れによって、タンク内にある水を全てすすぎ用に利用できる。
【０００９】
　有利には、洗浄容器には、吸引ホースを接続すると流出口にかかる負圧によって水容器
からの水を充填可能である。それによって、洗浄容器の充填を自動的に行うことができる
。別個の洗浄容器に手動的に充填する必要がない。それによってさらに、洗浄容器を充填
できる別個のポンプまたは同類の手段の代わりに吸引装置を使用することが可能になる。
いずれにせよ洗浄のための作動されなければならない吸引装置は同時に、洗浄用に使用さ
れる水を水容器から搬送する手段の役割を果たす。
【００１０】
　それに加えてさらに、洗浄容器が流入口の他に通気口を設けることで、流出口に発生可
能な負圧によって洗浄容器に水容器からの水を充填可能であり、通気口に制御ユニットの
少なくとも１つの弁を配置することが有利であり、この弁は少なくとも物理的なサイズに
応じて手動的に、かつ／または制御ユニットの制御機構によって自動的に開閉および調整
可能である。
【００１１】
　弁は充填された洗浄容器を通気する役割を果たし、充填工程中は閉鎖される。洗浄容器
の充填中、および充填直後に吸引による負圧が洗浄容器内に行き渡る。洗浄容器を速やか
に通気することによって、洗浄容器内にある水は間欠的に吸引ホース内に搬送される。そ
れによって生ずる脈動は洗浄の品質の尺度となる。脈動が大きいほどより多くの固形粒子
が排出される。脈動の大きさはすすぎの際に洗浄容器内で利用できる水の容積に大きく左
右される。
【００１２】
　変形形態によるさらに別の可能性は、制御ユニットが補足的に弁を制御する制御弁を備
えることである。それによって、通気が容易になり、制御弁のサイズに応じて弁の極めて
迅速な閉鎖時間が達成される。本発明による脈動式すすぎの基本になるのは、洗浄容器が
充填されると弁が閉じることにある。脈動は洗浄容器の迅速な通気によって生ずるので、
弁はできるだけ大きい定格幅を有する必要がある。
【００１３】
　さらに、制御ユニットが、水容器および／または洗浄容器内の負圧を制御技術的に検出
可能な少なくとも１つの圧力センサと連動することが有利である。
【００１４】
　すすぎ工程は洗浄容器が充填されることによって開始される。弁が開放されている限り
負圧は発生せず、したがって水が水容器から吸引されることはない。休止状態では弁は閉
じている。吸引ホースが洗浄容器に取り付けられると負圧が生ずる。圧力センサはこの負
圧に反応してタイミング回路を始動させる。さらには洗浄容器の充填工程が開始される。
弁は制御機構のタイミング回路によって測定される所定期間の経過後に開放される。この
期間は洗浄容器が完全に充填されるまで測定される。
【００１５】
　さらに、制御ユニットが洗浄容器内の水の充填レベルを制御技術的に検出可能な、洗浄
容器に配置された少なくとも１つの充填レベル測定器を備えることが有利である。洗浄容
器は、吸引ホースが流出口に接合し、それによって洗浄容器内に負圧が行き渡っている間
だけ充填される。印加される負圧を検出するには弁が閉鎖している必要があろう。そうで
なければ、吸引ホースを流出口から引き抜いた際の差圧が小さすぎて検出できないであろ
う。それによって、吸引ホースが洗浄容器から不慮に引き抜かれた際に更に充填されるこ
とが防止される。洗浄容器内の許容される最高充填レベルが達成され、充填レベル測定器
は解除される。その後で弁の開放が開始される。それによって脈動的なすすぎは洗浄容器
が満杯である場合だけ行われる。何故ならば、その場合だけ有効な洗浄に必要な水量を利
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用できるからである。脈動的なすすぎの後に弁が閉鎖され、洗浄容器が再び充填されるこ
とによって、フィードバックを行うことができる。脈動的なすすぎの後の充填のトリガは
、洗浄容器内の水を検出しない充填レベル測定器、または弁を閉鎖する制御弁であってよ
い。その場合、反復される洗浄サイクルのループは例えば、吸引ホースが引き抜かれるか
、または洗浄容器を充填するための給水管を遮断することによるものでよい。
【００１６】
　あるいは、制御ユニットが弁を切り換え可能な少なくとも１つの手動操作可能な弁を備
えることが提案される。それによって、スイッチが作動されて初めて弁の閉鎖により充填
工程を開始することができる。したがって基本状態では弁は開いており、スイッチの作動
によって閉鎖される。弁が閉鎖した後、水が水容器から吸引される。したがって、弁の閉
鎖による充填工程の開始は自動的なものではない。
【００１７】
　弁の出口が通気口と連結され、弁の入口が大気または正圧容器と連通されることによっ
て、脈動的なすすぎを強化することができる。この正圧方式の場合は、弁が開放されると
システムに圧縮空気が供給される。それによって洗浄容器内の流出口方向での圧力降下が
さらに増強され、吸引速度、ひいては脈動が増大する。圧縮空気は好ましくは、吸引装置
の吸引ホースが極めて長く、かつ排出導管が極めて長い場合に使用される。
【００１８】
　その際、好ましくは、吸引ホースが洗浄容器の流出口に接続されているか否かを確認し
、吸引ホースが時期尚早に離脱すると直ちに遮断するセンサが備えられる。それによって
、充填工程中に吸引ホースが不慮に離脱した場合に、圧力を受けた水が開放された流出口
から流出することが防止される。
【００１９】
　有利には、洗浄容器は水容器に対して、水の可能な最高充填レベルの下に配置される。
それによって、別の弁を配管に備えなくても、吸引装置が接続された場合にのみ洗浄容器
が充填されることが保証される。洗浄容器、および導管が少なくとも部分的に水容器の可
能な最高充填レベル以下に配置されると、水はさらに別の安全措置を講じなくても洗浄容
器に流入しよう。
【００２０】
　本発明による構成と配置に関して、水容器に混合装置が接続され、この混合装置によっ
て配量されて水容器内の水が洗浄容器に給水可能であることが有利である。
【００２１】
　あるいは、タンクと直立管とをＵ形管として、管材として、またはサイフォンとして形
成することが有利である。このような基本形状は前述の利点の全てを満たす。
【００２２】
　本発明による洗浄容器の充填は必ずしも吸引装置によって行う必要はなく、洗浄容器の
他の充填方法、例えばポンプによって調整することも可能である。
【００２３】
　しかし、好ましい解決方法の１つは、請求項１から１２の一項に記載のすすぎユニット
と、歯科用吸引装置とからなるシステムであり、吸引装置は吸引ホースを介して接続され
る少なくとも１つの吸引器具を備えている。
【００２４】
　吸引装置が複数の吸引ホースを備え、かつすすぎユニットが複数の洗浄容器、および／
または洗浄容器に取り付けた複数のタップを備えることができることが提案される。
【００２５】
　本発明によるすすぎユニットは、このような吸引装置を洗浄可能な方法に基づいている
。この方法では、吸引装置は、例えば吸引ホースをホルダから取り外す際に自動的にスイ
ッチオンされ、水容器には常に少なくとも部分的に水が充填されている。吸引ホースは洗
浄容器の流出口に接続される。手動制御の場合は、弁はスイッチの操作後に閉鎖され、そ
れによって充填工程が開始される。自動制御の場合は、弁は基本状態で既に閉鎖されてお
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り、吸引ホースを接続すると即座に充填工程を開始する。吸引装置によって吸引ホースを
経て洗浄容器内に発生した負圧によって、水が水容器から洗浄容器内に吸い込まれる。洗
浄容器内を流れる水の量は時間測定によって、または洗浄容器内の充填レベル測定器を用
いて制御される。所定量の水が洗浄容器内を流れた後、弁が開放され、洗浄容器内にある
量の水が吸引装置によって吸い込まれ、少なくともその一部が間欠的に洗浄容器から流出
する。
【００２６】
　それに加えて、時間測定が弁の閉鎖後に制御機構のタイミング回路によって開始される
ことが有利である。これは保守を比較的必要としない最も簡単な解決方法である。
【００２７】
　洗浄容器内の充填レベル測定器が最高充填レベルを表示した後に弁が開放されることが
極めて有利である。それによって、洗浄容器、またはタンクの最大の容量が利用され、こ
れも洗浄の脈動を高める。
【００２８】
　さらに、弁が、すすぎ工程の直後、または洗浄容器内に負圧が発生した後に閉鎖される
ことが有利である。それによって、吸引ホースが流出口に取り付けられると、洗浄容器の
充填工程をいつでも自動的に開始できる。
【００２９】
　あるいは、弁が、洗浄容器の充填前に制御ユニットの手動操作可能スイッチによって閉
鎖されることが有利である。その際、基本状態で肺胞されている弁はスイッチの操作によ
って閉鎖され、充填工程が開始される。
【００３０】
　本発明による吸引ホース、およびその他の排出用導管の強力な洗浄は、最初のすすぎの
終了後、または吸引ホースを流出口から引き外す前に、少なくとももう１回のすすぎが開
始されることによって達成される。吸引ホースが使用されず、流出口、またはタップに着
座している間は、洗浄を行うことができる。
【００３１】
　弁の開放後、水が流出口で発生される負圧に加えて、圧縮空気を利用して吸引ホース内
に給送され、圧縮空気が弁を介して導入されることによって、洗浄効果をさらに高めるこ
とができる。その際、好ましくは、吸引ホースが接続されているか否かを確認し、吸引ホ
ースが時期尚早に離脱すると即座に正圧を遮断するセンサが備えられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　図面を参照して本発明による装置、および本発明による方法を説明する。
【００３３】
　図１では数字１で、水容器１１を含む特に歯科用のすすぎユニット１が番号付けされて
いる。水容器１１は自由取水経路を含み、給水管１１２を介して通常の給水装置１１０に
接続されている。
【００３４】
　水容器１１内には充填状態を監視するための上部と下部のレベルセンサ２５が備えられ
ている。水容器１１内の水のレベルが下部レベルセンサ２５の位置以下に低下すると即座
に、弁１１３は給水管１１２を開放し、水容器１１は給水装置１１０の位置で利用できる
圧力を介して充填される。水が上部レベルセンサ２５に達すると即座に、弁１１３は再び
閉鎖される。
【００３５】
　水容器１１からは排水システム（図示せず）を経て水、または水容器１１内にあるその
他の液体が排出される。そのために排水システムは少なくとも１つのポンプを備えている
。このような排水システムは例えば歯科用治療椅子のすぐ側に設置されている口すすぎ器
用に使用される。
【００３６】
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　このようなすすぎユニット１に他に、吸引装置４が使用される。吸引装置４を使用して
歯科治療中に液体および固形物が患者の口から吸引される。吸引装置４は負圧発生器４１
と、吸引ホース４３を経て接続される吸引器具４２とを含み、この吸引器具によって液体
と固形物とが排出される。固形物は好ましくは可撓性の吸引ホース４３の内壁に沈積する
。
【００３７】
　吸引ホース４３は洗浄容器１２と制御ユニット２とを用いて洗浄される。洗浄容器１２
は水溜め１２５を形成し、流出口１２０を備えており、この流出口を経て洗浄容器１２は
導管１１１を用いて水容器１１と連結される。洗浄容器１２はさらに、図４にも示すよう
に、通気口１２１と流出口１２２とを設けている。通気口１２１は、水が流出口１２２を
経て排出される際にタンク１２５を通気する役割を果たす。流出口１２２はタンク１２５
に接続された直立管１２５の端部に配置されているので、通気口１２１と流出口１２２と
は水柱によって互いに分離される。
【００３８】
　吸引装置４、もしくはタップ１２４として形成されている洗浄容器１２の流出口１２２
に取り付け可能な吸引器具４２によって、洗浄容器１２内に負圧が発生する。通気口１２
１が同時に閉鎖されると、水は水容器１１から導管１１１を経て洗浄容器１２内に吸い込
まれ、洗浄容器が充填される。
【００３９】
　洗浄容器１２内のある充填レベルを超えると、通気口１２１が開放されるので、洗浄容
器１２内にある水が負圧によって脈動的に吸引ホース４３内に吸引される。この脈動、ま
たはパルス式のすすぎによって、水が高い流速で吸引ホース４３を流れ、これが沈積した
固形粒子を排出し、それによって良好な洗浄効果を発揮する。
【００４０】
　流体力学的な洗浄効果は、洗浄容器１２、またはタンク１２５内の２０から１５０ｍｌ
の対応する容積の水によって、吸引ホース４３内の内壁全体が貫流する液体によって洗浄
されることによってさらに高められる。
【００４１】
　本発明の重要な特徴の１つ、すなわち吸引装置４の脈動的なすすぎ用の水の容積が吸引
装置４自体によって水容器１１から吸引されるには、洗浄容器１２を特別に形成すること
が必要である。洗浄容器１２は、充填工程中には水が未だ吸引装置４に達しないように構
成されなければならない。そのためには、流出口１２２が洗浄容器１２の容積の上部領域
内に設置されなければならない。
【００４２】
　さらに、通気口１２１が開放された後、空気が吸引されずに水の全容積が吸引装置４内
の洗浄容器１２を流れることが保証されなければならない。そのためには、通気口１２１
も洗浄容器１２の容積の上部領域に設置されなければならない。
【００４３】
　さらに、流出口１２２と通気口１２１とが水または水柱によって互いに分離されなけれ
ばならない。水の吸引時に通気口１２１を通って吸い込まれる空気は、洗浄容器１２内に
水がある限りは吸引装置４内に達してはならない。
【００４４】
　この必要事項は例えば、ある種のＵ形管またはサイフォンとして掲載された装置または
洗浄容器１２によって配慮することができる。可能な解決方法は、図４により詳細に示し
たタンク１２５を有する洗浄容器１２、およびタンク１２５の下部領域で連結部１２３を
介して接続される直立管１２６である。
【００４５】
　流入口１２０は通気口１２１と流出口１２２との間の残された位置に設置される。通気
口１２１には、制御弁２３と制御機構２２とを介して制御線２２０を介して制御される弁
２１が接続されている。制御弁２３は圧縮空気連結部２１２を経て空気圧駆動される弁２
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１用の制御素子である。弁２１、制御弁２３、および制御機構２２はすすぎユニット１用
の制御ユニット２の一部である。
【００４６】
　弁２１は通気管２１０を経て洗浄容器１２に連結され、吸引ホース４３が流出口１２２
に接続されている場合に、閉鎖状態で洗浄容器１２が充填されることを保証する。洗浄容
器１２に水が充填されると、弁２１が開放されることで脈動的なすすぎが保証される。そ
のために弁２１は迅速に開放され、Ｕ形の洗浄容器１２内で水柱が最大流速に達するため
に、吸引空気の詰まりができるだけ少なくなるような寸法にされている。
【００４７】
　脈動的なすすぎは、弁２１が通気管２１０とは反対側で大気圧ではなく正圧を受けるこ
とによってさらに強化することができる。図５に示されたこの実施例では、弁２１の開放
後に、圧力容器または圧縮空気連結部４４からの圧縮空気が弁２１および通気管２１０を
経てタンク１２５内に搬送される。いずれにせよ開放前に洗浄容器１２内に既に行き渡っ
ている負圧によって発生する脈動は圧縮空気によってさらに強化される。その際に、吸引
ホース４３が洗浄容器１２の流出口１２２に接続されているか否かを確認し、吸引ホース
が時期尚早に離脱している場合は正圧を遮断するセンサ４６が備えられている。
【００４８】
　図１から３に示したすすぎユニット１は、すすぎ方法を開始し、実施する制御および調
整技術的な手段が異なっている。
【００４９】
　図１に示す方法では、弁はすすぎ工程前に休止状態で閉鎖される。吸引ホース４３が洗
浄容器１２に接続されると、洗浄容器１２内に負圧が生じ、洗浄容器１２の充填工程が開
始される。通気管２１０には圧力センサ２４が接続され、これは吸引ホース４３が洗浄容
器１２に接続された後、洗浄容器１２内、および通気管２１０内の圧力降下によって起動
され、対応する信号を制御ユニット２の制御機構２２に送る。
【００５０】
　タイミング回路４５は充填工程の期間を制御する。図１では、タイミング回路４５は制
御機構２２内に組み込まれている。図６では、タイミング回路４５は制御弁２３と弁２１
との間の空気圧ユニットとして示されている。タイミング回路４５は弁２１への制御弁２
３の信号を対応する期間だけ遅延させる。圧力センサ２４の起動の時点から始まるこの期
間の経過後に弁２１が開放され、それによって脈動的なすすぎが行われる。この工程は、
吸引ホース４３が洗浄容器１２に接続されている限り反復される。すなわち弁２１が再び
閉鎖され、工程が反復される。その代替として、１回または複数階のすすぎの後に、吸引
ホース４３がタップ１２４から取り外されない限り制御機構２２がすすぎ工程を中断こと
が提案される。吸引ホース４３がタップ１２４から取り外された後は、もはや負圧は加わ
らず、圧力センサ２４はもはや作動されない。したがって弁２１は閉鎖状態に留まり、す
すぎ工程は休止状態にある。
【００５１】
　図２に示す実施例では、圧力センサ２４の代わりに手動スイッチ２６が備えられ、これ
によって弁２１を閉鎖させる信号を生成することが可能であり、それによって前述のすす
ぎ工程が１回または複数回だけ開始される。この実施例では、弁２１は休止状態で開放位
置にある。
【００５２】
　図３に示したさらなる実施例では、タイミング回路４５の代わりに充填レベル測定器２
５が備えられ、これによって所定の充填状態で弁２１を開放させる信号が生成される。こ
の場合、弁２１はすすぎ工程の開始前の休止状態で閉鎖される。
【００５３】
　図３に示した充填レベル測定器２５を有する方法の変化形態は圧力センサ２４との組み
合わせで実施される。この方法を図２に示した方法による手動スイッチ２６と組み合わせ
ることも提案される。したがって、すすぎ工程は、吸引ホース４３が洗浄容器１２に接続
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されている場合は常に開始され、制御機構２２のこの状態は圧力センサ２４またはスイッ
チ２６によって信号で伝えられる。
【００５４】
　圧力センサ２４、スイッチ２６、および充填レベル測定器２５は制御線２２０を介して
制御機構２２に接続されている。
【００５５】
　図１に示すように、充填中に水容器１１内の水に所定量の洗浄剤または消毒剤を混合す
る混合装置３が備えられる。
【００５６】
　図４には、流入口１２０、通気口１２１、および流出口１２２を有する洗浄容器１２の
実施例が示されており、これは前述のサイフォンの形態の必要事項を満たす。その際、洗
浄容器１２事態は円筒形のタンク１２５を備えており、このタンクには流出口１２２を形
成し、ほぼ垂直に延びる直立管１２６が接続されている。直立管１２６は連結部１２３を
介してタンク１２５と流体技術的に連通されている。直立管１２６はタンク１２５の床部
に接続され、傾斜した配管経路を経て再び上方に延びている。少なくともタンク１２５が
ほぼ完全に空になる前には、空気が通気口１２１から直立管１２６および流出口１２２を
経て漏出することはない。
【００５７】
　流入口１２０は洗浄容器１２またはタンク１２５の床部に配置され、この床部に水容器
１の導管（図示せず）が接続されている。弁２１は、洗浄容器１２上に着座する弁ハウジ
ング２１１内に配置されている。弁ハウジング２１１には、制御弁２３を制御するために
圧縮空気供給源２１３の圧縮空気接続部２１２が配置されている。
【００５８】
　弁ハウジング２１１によってタンク１２５は上方が密閉されている。それ故、流入口１
２０、通気口１２１、および流入口１２０は洗浄容器１２のその他の開口部を設けていな
い。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】すすぎユニットと、圧力センサを有する歯科用吸引装置とからなるシステムの機
能概略図である。
【図２】手動スイッチを有する、図１に示したすすぎユニットの図である。
【図３】レベルセンサを有する、図１に示したすすぎユニットの図である。
【図４】タンクと直立管とを有する洗浄容器の部分図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１　すすぎユニット
　２　制御ユニット
　３　混合装置
　４　吸引装置
　１１　水容器
　１２　洗浄容器
　２１　弁
　２２　制御機構
　２３　制御弁
　２４　圧力センサ
　２５　レベルセンサ
　２６　スイッチ
　４１　負圧発生器
　４２　吸引器具
　４３　吸引ホース
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　４５　タイミング回路
　１１０　給水装置
　１１１　導管
　１１２　給水管
　１１３　弁
　１２０　流入口
　１２１　通気口
　１２２　流出口
　１２３　連結部
　１２４　タップ
　１２５　タンク
　１２６　直立管
　２１０　通気管
　２１２　圧縮空気接続部　
　２２０　制御線

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月25日(2008.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの水容器（１１）と、患者の口から液体と固形物とを吸引するための吸
引器具（４２）を有する吸引ホース（４３）を洗浄するための洗浄容器（１２）とを有す
る歯科用すすぎユニット（１）であって、
前記前記洗浄容器（１２）が、前記水容器（１１）に連結された流出口（１２２）を設け
、吸引ホース（４３）を接続するための流出口（１２２）をさらに設け、前記流出口（１
２２）が前記吸引ホース（４３）に取り付けられた吸引器具（４２）用のタップ（１２４
）として形成されている前記歯科用すすぎユニット（１）において、前記洗浄容器（１２
）が、水を収容するためのタンク（１２５）として形成された少なくとも１つの第１の部
分容器と、直立管（１２６）として形成され、前記タンク（１２５）に接続された第２の
部分容器とを備え、前記タンク（１２５）と対向する前記直立管（１２６）の開放端が前
記流出口（１２２）を形成し、前記タンク（１２５）と前記直立管（１２６）との連結部
（１２３）が前記洗浄容器（１２）の通気口（１２１）の下、および前記流出口（１２２
）の下に配置されることを特徴とするすすぎユニット。
【請求項２】
　前記洗浄容器（１２）が、前記吸引ホース（４３）が接続されると前記流出口（１２２
）に加わる負圧を利用して前記水容器（１１）から水を充填可能であることを特徴とする
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請求項１に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項３】
　前記洗浄容器（１２）が前記流入口（１２０）の他に通気口（１２１）を備え、前記通
気口（１２１）には少なくとも１つの弁（２１）が配置され、前記弁（２１）は、少なく
とも物理的寸法に応じて手動的に、かつ／または制御ユニット（２）の制御機構（２２）
によって自動的に開放、閉鎖され、かつ調整可能であることを特徴とする請求項２に記載
のすすぎユニット（１）。
【請求項４】
　前記制御ユニット（２）が、補足的に前記弁（２１）を制御する制御弁（２３）を備え
ることを特徴とする請求項３に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項５】
　前記制御ユニット（２）が、前記水容器（１１）および／または前記洗浄容器（１２）
内の負圧を制御技術的に検出可能な少なくとも１つの圧力センサ（２４）と連動すること
を特徴とする請求項３または４に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項６】
　前記制御ユニット（２）が前記洗浄容器（１２）内の水の充填レベルを制御技術的に検
出可能な、前記洗浄容器（１２）に配置された少なくとも１つの充填レベル測定器（２５
）を備えることを特徴とする請求項３から４の一項に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項７】
　前記制御ユニット（２）が、前記弁（２１）を切り換え可能な少なくとも１つの手動操
作可能なスイッチ（２６）を備えることを特徴とする請求項２から６の一項に記載のすす
ぎユニット（１）。
【請求項８】
　前記弁（２１）の出口が前記通気口（１２１）と連結され、前記弁（２１）の入口が大
気または正圧容器と連通されることを特徴とする請求項２から７の一項に記載のすすぎユ
ニット（１）。
【請求項９】
　前記吸引ホースが、前記洗浄容器の前記流出口に接続されていることを確認し、前記吸
引ホースが時期尚早に離脱すると即座に負圧を遮断するセンサを備えることを特徴とする
請求項８に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項１０】
　前記洗浄容器（１２）が、前記水容器（１１）に対して該水容器（１１）の可能な最高
の水充填レベルの上に配置されることを特徴とする請求項１から９の一項に記載のすすぎ
ユニット（１）。
【請求項１１】
　前記水容器（１１）に、配量された洗剤を供給するための混合装置（３）が接続される
ことを特徴とする請求項１から１０の一項に記載のすすぎユニット（１）。
【請求項１２】
　前記タンク（１２５）と前記直立管（１２６）とが、Ｕ形管として、管材として、また
はサイフォンとして形成されることを特徴とする請求項１から１１に記載のすすぎユニッ
ト（１）。
【請求項１３】
　請求項１から１２の一項に記載のすすぎユニット（１）と、歯科用吸引装置（４）とか
らなるシステムであって、前記吸引装置（４）が吸引ホース（４３）を介して接続される
少なくとも１つの吸引器具（４２）を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記吸引装置（４）が、複数の吸引ホース（４３）を備え、前記すすぎユニット（１）
が複数の洗浄容器（１２）を、および／または１つの洗浄容器（１２）に取り付けた複数
のタップを備えることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
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　請求項１から１４の一項に記載のすすぎユニット（１）で歯科用吸引装置（４）の吸引
器具（４２）の吸引ホース（４３）をすすぐ方法であって、以下の方法ステップ、
ａ）前記水容器（１１）に少なくとも部分的に水が充填されるステップ、
ｂ）前記吸引装置（４）がスイッチオンされるステップ、
ｃ）前記吸引ホース（４３）が前記洗浄容器（１２）の、タップとして形成されている流
出口（１２２）に接続されるステップ、
ｄ）前記洗浄容器（１２）内の前記通気口（１２１）が閉鎖されるステップ、
ｅ）前記吸引装置（４）によって前記吸引ホース（４３）を経て前記洗浄容器（１２）内
に発生した負圧によって、水が前記水容器（１１）から前記洗浄容器（１２）内に吸い込
まれるステップ、
ｆ）前記洗浄容器（１２）内を流れる水の量が時間測定によって、または前記洗浄容器（
１２）内の前記充填レベル測定器（２５）を用いて制御されるステップ、
ｇ）所定量の水が前記洗浄容器（１２）内を流れた後、前記弁（２１）が開放され、前記
洗浄容器（１２）内にある量の水が前記吸引装置（４）によって吸い込まれ、少なくとも
その一部が間欠的に前記洗浄容器（１２）から流出し、その際に水は前記洗浄容器の自由
端から前記吸引ホース（４３）を通って流れるステップ、を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記弁（２１）の開放のための前記時間測定が、前記弁（２１）の閉鎖後に前記制御機
構（２２）のタイミング回路（４５）によって開始されることを特徴とする請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記洗浄容器（１２）内の前記充填レベル測定器（２５）が最高充填レベルを表示した
後に前記弁（２１）が開放されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記弁（２１）が、すすぎ工程の直後、または前記洗浄容器（１２）内に負圧が発生し
た後に閉鎖されることを特徴とする請求項１５から１７の一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記弁（２１）が、前記洗浄容器（１２）の充填前に前記制御機構（２２）の前記手動
操作可能スイッチ（２６）によって閉鎖されることを特徴とする請求項１５から１７の一
項に記載の方法。
【請求項２０】
　最初のすすぎの終了後、または前記吸引ホース（４３）を前記流出口（１２２）から引
き外す前に、少なくとももう１回のすすぎが開始されることを特徴とする請求項１５から
１９の一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記弁（２１）の開放後、水が前記流出口（１２２）で発生される負圧の他に、圧縮空
気を利用して前記吸引ホース（４３）内に給送され、前記圧縮空気は前記弁（２１）を介
して導入されることを特徴とする請求項１５から２０の一項に記載の方法。
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